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令和５年 第１回 松川町議会臨時会 

 

会         期 

令和５年 １月２３日   １日間 

 

日    程    表 

月日 曜日 日         程 頁 

1.23 月 開 会  令和５年 １月２３日（月曜日）    午後１時００分 

開会宣告 

議事日程の報告 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 町長あいさつ 

日程第 ４ 議案審議（４件） 

議案第１号～第４号 

日程第 ８ 町長あいさつ 

閉会宣言 
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付議議案および議決結果一覧表 

《 議案審議 》 

議案番号 議  案  名 上程月日 議決月日 結 果 議決頁 

議案第 １号 
令和４年度松川町一般会計補正予算（第

６回）について 
1 月 23 日 1 月 23 日 可 決 9 

議案第 ２号 

令和３年度 町単 町道洞新線 道路新

設改良工事１工区変更請負契約の締結に

ついて 

1 月 23 日 1 月 23 日 可 決 

13 

議案第 ３号 

令和３年度 町単 町道洞新線 道路新

設改良工事２工区変更請負契約の締結に

ついて 

1 月 23 日 1 月 23 日 可 決 

議案第 ４号 町道の認定について 1 月 23 日 1 月 23 日 可 決 14 
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令和５年第１回松川町議会臨時会会議録 

（ 第 １ 日 目 ） 

 

 

令和５年１月２３日（月曜日）    午後１時００分 開議 

 

 

開会宣告 

議事日程の報告 

日  程 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 町長あいさつ 

第 ４ 議案第 １号 令和４年度松川町一般会計補正予算（第６回）について 

第 ５ 議案第 ２号 令和３年度 町単 町道洞新線 道路新設改良工事１工区変更請負

契約の締結について 

第 ６ 議案第 ３号 令和３年度 町単 町道洞新線 道路新設改良工事２工区変更請負

契約の締結について 

第 ７ 議案第 ４号 町道の認定について 

第 ８ 町長あいさつ 

閉会宣言 

 

出席議員    １３名 

（別表のとおり） 

欠席議員    ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 

本会議に職務のため出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 
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午後１時００分 開 議 

開会宣告 

○議長（中平文夫） 出席議員が定数に達しておりますので、ただいまから令和５年第１回松

川町議会臨時議会を開催します。 

 

議事日程の報告 

○議長（中平文夫） 議事日程の報告でありますが、本日の日程につきましてはお手元に配布

のとおりであります。 

本日の臨時会に、理事者、各課長、局長の出席を求めています。 

なお、下井こども課長より欠席の旨の届け出があり欠席を認めています。 

株式会社チャンネル・ユーのケーブルテレビ生中継の許可をしてあります。 

 

＝＝＝ 日程第１ 会議録署名議員の指名 ＝＝＝ 

○議長（中平文夫） 日程第１、会議録署名議員の指名についてでありますが、松川町議会会

議規則第 126 条の規定により２番、米山義盛議員、３番、加賀田 亮議員を指名いたしま

す。 

 

＝＝＝ 日程第２ 会期の決定 ＝＝＝ 

○議長（中平文夫） 日程第２、会期の決定についてお諮らいいたします。 

本臨時会の会期につきましては、本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（中平文夫） 異議なしと認めます。 

よって、本臨時会の会期は、本日１日と決定いたします。 

なお、日程第３、日程第８の町長あいさつについて、一部報道機関より撮影許可の申

請が出されておりますので許可してあります。 

 

＝＝＝ 日程第３ 町長あいさつ ＝＝＝ 

○議長（中平文夫） 日程第３、町長あいさつであります。 

宮下町長。 
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○町長（宮下智博） 令和５年第１回松川町議会の臨時会の開会に当たりまして、一言ご挨拶

を申し上げます。 

年も明け大変お忙しい中、臨時会ということで本日、朝の全員協議会からお集まりを

いただきまして大変ありがとうございます。 

本日、上程させていただきます案件につきましては、出産子育て応援交付金に伴う費

用、また、それに伴って松川町が行います新生児の聴覚検査費用の補助についての予算

を補正予算としてお認めをいただきたいというものでございます。 

また、議案の第２号から第４号につきましては、リニア発生土運搬に関わりまして新

しく開設をいたしました、町道洞新線につきましての工事契約の変更と、また工事の認

定についての議決を求めるものでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

また、せっかくこの場でございますので、一つご報告をさせていただきます。 

以前、少し報道をされておりますが、農林水産省が行います「サステナアワード伝え

たい日本の“サステナブル”」ということで、農林水産省の行っているページにつきまし

て、ちょっと出ませんね。キャストが出ませんので。「サステナアワード 2022 伝えたい

日本の“サステナブル”」ということで、昨年度でございますが、松川町の有機給食の取

組というのが入選をして表彰されました。 

2022 年のものにつきましては、今度は上から農林水産大臣、環境大臣賞、消費者庁長

官賞というトップ３がございますが、松川町、いわゆる銅賞とも言える消費者庁長官賞

というものを受賞するにことになりました。大変急ではございますが、明日東京にて表

彰がされるということになりました。 

この取組につきましては、松川町、また長野県のみならず日本中にもまた報道される

ところとなりますので、明日は私がまいりまして表彰を受けてまいりますので、一言ご

報告をさせていただきます。 

それでは本日の臨時会、短い時間ではございますが、どうぞ熱心にご議論をいただき

ますようお願いを申し上げまして、開会のあいさつにさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

 

＝＝＝ 日程第４ 議案審議 ＝＝＝ 

◇ 議案第１号 令和４年度松川町一般会計補正予算（第６回）について 

○議長（中平文夫） 日程第４、議案第１号、令和４年度松川町一般会計補正予算（第６回）

について、議題といたします。 
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説明を求めます。 

岡田副町長。 

○副町長（岡田憲輔） 議案第１号をお願いいたします。 

＝ 議案第１号 朗読・説明 ＝ 

 

○議長（中平文夫） 説明が終わりました。 

これより質疑を行いたいと思います。質疑はありませんか。 

加賀田議員。 

○３番（加賀田 亮） それではお聞きいたします。 

失礼します。一般会計の４ページ歳出のところですね。保健衛生費保健衛生総務費の

ところでございます。 

午前中の全協でも質問をいたしたところであります。先ほどシステム改修の項目とい

うことで明細をいただきました。これは皆さんのところにいっているのかな。これ拝見

いたしました。見たところ、既存のシステムとかなり重複するところがたくさんあるな

というふうに感じました。そちらとの整合性とか将来の拡張性は、どのように考えてい

らっしゃるのかなと思いました。 

例えば口座管理に関しましては、何年か前の臨時給付金のときの口座管理っていうの

もあったと思います。あれとどういうふうにつなげていくのか。 

それから内容につきましてですけれども、いわゆる交付決定の通知とか、こういった

ものはこの前の給付金ですか、住民税の非課税世帯に５万・10万出したときのシステム

でも言及しましたけれども、内容はほとんど同じだと思いますので、あれとどういうふ

うにコンバートしていくのか。 

それから「面談記録追加」って書いてありますけども、これ現在でも動いているシス

テムございますよね。「母子モ」でしたっけ。そういうのとどういう整合性をとっていく

のか。クーポン発行もそうですよね。今までいろんなクーポンを発行していると思いま

すけども、それとどういうふうに合わせていくのかというふうな部分ですね。 

見たところ目新しいシステムはほとんどない。既存のシステムで対応できるものばか

りだし、もしやるんであれば既存のシステムに統合すべきだと思っています。将来的に

もね。 

その辺の費用もどういうふうにみているのか、お答えいただければと思います。 

○議長（中平文夫） 塩倉保健福祉課長。 



 －11－

○保健福祉課長（塩倉智文） 現在使われているシステムにつきまして、そこにプラスしてい

くということで考えております。 

今、使っているシステムには、支払い機能がございませんので、支払いの口座情報だ

とかそれはこちらに入れていくということで、今のところ、それがほかのシステムと連

動しているかというと連動できていないというのが現状でございますので、ですので、

ここに追加されるということであれば、選択式でこれを追加する必要があるかどうかを

取捨選択して、必要と判断したときには、契約の中に載せていきたいというふうに考え

ております。 

現在、お載せしましたこちらの金額については、国の説明会が 12月 26 日に行われた

のを受けまして、急遽ベンダーにつくっていただいたものですので、加賀田議員のご質

問のとおり、全てが精査できているというわけではございません。ですから、これから

の進めていく上で必要か、必要でないかを選択してまいりたいというふうに思っており

ます。 

面談記録につきましても、現在あるものは「母子モ」ではなくて、こちらのベンダー

のシステムでございますので、このベンダーのシステムにプラスされるということで考

えておりますので、予算上は概算の概算というような形で頂戴した金額を載せておりま

すので、今後精査してまいりたいというふうに思っております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（中平文夫） 加賀田議員。 

○３番（加賀田 亮） 課長もよくご存知のとおりですね、システムというものに関しまして

は、一旦大体のフォーマット、特に昨今のコロナの流れで様々な給付金等出てきますの

で、もうかなり仕組みそのものは一通り出来上がってるはずです。 

それを庁舎内で、無駄な事務作業にならないようにどういうふうに統合していくかっ

てことが肝要であります。そのためにシステム担当者がいると思いますけれども、シス

テム担当者とどのような話の詰めをなさっているのか、その辺もお聞かせいただければ

と思います。 

○議長（中平文夫） 塩倉保健福祉課長。 

○保健福祉課長（塩倉智文） はい、お答えいたします。 

システム担当者にも、まだこちらの情報が行っておらないのが現状でございます。 

ただ、私どもこの１月のこの予算が計上できまして、お認めいただくところでござい

ますので、これが済みましたらすぐ作業に入りたいと思っておりますから、私どものこ
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のスピードにこの電算機器のシステム改修が間に合わないときは、もうこのシステムも

採用しないという選択も考えておりますので、また相談しながらやっていきたいという

ふうに思っております。 

○議長（中平文夫） 加賀田議員。 

○３番（加賀田 亮） 私が危惧しているのはそういうこともありますけども、一つは国が 10

分の 10 の補助金であるということもありますので、どうしても見切り発車的な部分は

理解できないことはないですけども、でも逆に言うとそれも税金でありますし、結局 10

分の 10 で入れたところで、後でまたほかのシステムとつなげたりなんだりってときに

は結局自腹でやんなきゃいけなくなってくると。かえって金食い虫になる可能性もある

わけですね。ですので、その辺きちんと見据えた上で、10 分の 10 をしっかり取りにい

くと、それは将来を見据えた上でですね。 

そういった意味では、早めにシステム担当者、せっかく入れたんですから、そういう

方々ときちっと話を詰めてですね、どういうシステムが一番いいのかっていうゴールを

共有しながらすべきだと思っています。 

その辺をこれから間に合うのかどうかなというのが気にはなっていますけれど、精い

っぱいやっていただくということでございますので、しっかりと無駄のないシステムに

していただければというふうに思っておりますし、大事なことかなと思っています。事

務の軽減という意味でもね。かえって負担になってみたら何の意味もありません。 

それからちょっと最後になりますけども、システムパソコンで 50 万円入れるという

ふうな形、書いていますけども、これどんなようなものを何台ぐらい入れるのかなって

ざっくり教えてください。 

○議長（中平文夫） 塩倉保健福祉課長。 

○保健福祉課長（塩倉智文） 基幹系のシステムとしまして、住民税務課のシステムとして一

緒になっているシステムの増設でございます。 

今現在、１階でしか使用しておりませんけれども、それを２階につなげまして、その

２階につなげることによって妊婦相談や両親学級、それから子どもさんの健診、乳幼児

健診のときに即座に、この今までの入力したものを確認しながら相談業務をしていくと

いうシステムを増築したいというふうに思っておりまして、パソコンは１台、それと２

階へのＬＡＮの工事を含めて 50 万を計上してございます。 

○議長（中平文夫） ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」との声あり） 
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○議長（中平文夫） ありませんね。質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（中平文夫） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第１号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立 12名） 

○議長（中平文夫） 全員賛成であります。 

全員賛成であります。 

よって、議案第１号、令和４年度松川町一般会計補正予算（第６回）については、原

案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第２号 令和３年度 町単 町道洞新線 道路新設改良工事１工区変更請負契約の

締結について 

◇ 議案第３号 令和３年度 町単 町道洞新線 道路新設改良工事２工区変更請負契約の

締結について 

○議長（中平文夫） 日程第５、議案第２号、令和３年度 町単 町道洞新線 道路新設改良

工事１工区変更請負契約の締結について、日程第６、議案第３号、令和３年度 町単 町

道洞新線 道路新設改良工事２工区変更請負契約の締結についてを一括議題といたしま

す。 

説明を求めます。 

米山総務課長。 

○総務課長（米山政則） それではお願いいたします。 

＝ 議案第２号・第３号 朗読・説明 ＝ 

 

○議長（中平文夫） 説明が終わりました。 

質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（中平文夫） 質疑なしと認めます。 
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質疑を終結し、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（中平文夫） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第２号及び議案第３号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立 12名） 

○議長（中平文夫） 全員起立であります。 

全員賛成であります。 

よって、議案第２号、令和３年度 町単 町道洞新線 道路新設改良工事１工区変更

請負契約の締結について、議案第３号、令和３年度 町単 町道洞新線 道路新設改良

工事２工区変更請負契約の締結については、原案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第４号 町道の認定について 

○議長（中平文夫） 続きまして、日程第７、議案第４号、町道の認定についてを議題といた

します。 

説明を求めます。 

原建設水道課長。 

○建設水道課長（原 高広） お願いします。 

＝ 議案第４号 朗読・説明 ＝ 

 

○議長（中平文夫） 説明を終わります。 

質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（中平文夫） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（中平文夫） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 
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議案第４号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立 12名） 

○議長（中平文夫） 全員起立であります。 

全員賛成であります。 

よって、議案第４号、町道の認定については、原案のとおり可決されました。 

以上をもちまして、本臨時会に付議されました議案は全て終了いたしました。 

これにて閉会することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（中平文夫） 異議なしと認めます。 

 

＝＝＝ 日程第８ 町長あいさつ ＝＝＝ 

○議長（中平文夫） 日程第８、町長あいさつであります。 

宮下町長。 

○町長（宮下智博） それでは臨時会の閉会に当たりまして、一言ごあいさつさせていただき

ます。 

このたびは、一般会計補正予算、町道洞新線に係る契約の変更と新たな町道認定につ

いて、慎重なご審議の上、いずれもお認めいただきましたこと感謝を申し上げます。い

ずれも速やかに執行してまいります。 

さて、令和元年度から走り続けてまいりました私の町長としての任期も、あと残すと

ころ３カ月程度となりました。当初、様々な方からご指摘いただきましたとおり、行政

経験も議会経験もない中でのスタートでしたので、この４年間は私の人生をかけて全力

で取り組んでまいりました。ただし、任期中のほとんどは、新型コロナウイルス対応に

追われることとなりました。世界の誰もが未経験の中、手探りでの対策を続けてまいり

ましたが、松川町内では新型コロナウイルスによる閉業等へのつながることはなく、あ

る程度の効果は認められました。 

しかし、その一方、私自身が地域の皆様のところへ出向き、町の将来を語り合う場は

極めて少なくなってしまいました。 

新型コロナウイルス対策が社会的に確立されてくる中、松川町でも少しずつ会議の場

が増えてまいりました。このコロナ禍で私たちが学んだこととして、書面決議では何も

進まないこと、直接対話の大切さがございます。すぐにコロナ前とまではいかないまで

も、段々と以前のように話合いの場が増えてまいります。私自身、本来、話合いの場で
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語り合うことは元々得意ですので、今後、各地域での話合いの場面を増やしてまいりた

いと考えております。 

そんな中、コロナ対策に追われながらも、大きな課題に取り組むことができました。

具体的に何点か申し上げますと、町内で全く話合いが進まない状況になっておりました

リニア中央新幹線トンネル工事に伴います発生土の活用と運搬について、また、青年の

家を今後どうしていくかの道筋も紆余曲折ありながら、最前線で決着をつけるため取り

組んでまいりました。（仮称）元気センターにつきましても、１日も早い開業と利用のし

やすさや将来への維持管理コストを考えながらの道筋をつけてまいりました。長年の課

題となっております自治会のあり方についても、自治会対策会議として取組を始めまし

た。 

さらに、視野を広げて考えてまいりますと、国内では冒頭のあいさつでもご紹介をい

たしました「サステナアワード 2021」での入賞、2022 では消費者庁長官賞をいただくな

ど、「次世代の有機農業に子どもたちのため」といった切り口で「正面から取り組む松川

町」、といった評価がされ、各メディアでも取り上げられるようになりました。 

また、長野県内では「子どもの教育、特に共生社会へ向けたインクルーシブ教育に力

を入れる松川町」として認識されるようになってまいりました。具体的には、特別支援

学級や子どものメンタル面での支援に力を入れ、安心して子育てができる町を目指して

まいりました。 

こういった政策につきましては、議会の皆様のご理解はもちろんのこと、現場に関わ

る多くの住民の皆様のご努力によって実現されてきたものでございます。関わっていた

だいております多くの皆様に感謝をいたします。 

様々お話してまいりましたが、私の進退につきましては、数多くの皆様からご助言を

いただき続け、私自身も悩みに悩みぬいてまいりました。町長となった当初より決して

順風満帆だったわけではなく、批判を糧に進んできた状況もございます。私を支えてく

ださっている皆様とのお話を今後さらに進めるためにも、人生をかけ２期目の松川町長

へ出馬する方針を表明いたします。 

「険しい道ではないか」と親身になって考えていただいている方もいる中、現職では

ありますが、改めてチャレンジャーとして臨む覚悟でございます。どうぞ引き続きよろ

しくお願いいたします。 

最後になりますが、本臨時会でのご審議、改めて感謝を申し上げまして閉会の挨拶と

いたします。 
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ありがとうございました。 

閉会宣言 

○議長（中平文夫） 以上をもちまして、令和５年第１回松川町議会臨時会を閉会といたしま

す。 

 

閉  会  午後１時３１分 



 

 

 

 

 

議員・説明員・事務局出席表 
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Ⅰ．議 員 出 席 表 

議 席 

番 号 

氏    名 

第１日 

1 月 23 日 

１ 塩 沢 貴 浩 ○ 

２ 米 山 義 盛 ○ 

３ 加賀田   亮 ○ 

４ 米 山 郁 子 ○ 

５ 川 瀬 八十治 ○ 

６ 大 蔵   洋 ○ 

７ 黒 澤 哲 郎 ○ 

８ 坂 本 勇 治 ○ 

９ 森 谷 岩 夫 ○ 

１０ 米 山 俊 孝 ○ 

１１ 間 瀬 重 男 ○ 

１２ 松 井 悦 子 ○ 

１３ 中 平 文 夫 ○ 

１４ － － 
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Ⅱ．地方自治法第 121 条の規定による出席者の職・氏名 

職   名 氏    名 

第１日 

1 月 23 日 

町      長 宮 下 智 博 ○ 

副 町 長 岡 田 憲 輔 ○ 

教   育   長 小 平 順 一 ○ 

総  務  課  長 米 山 政 則 ○ 

まちづくり政策課長 佐々木   保 ○ 

住 民 税 務 課 長 池 上   徹 ○ 

会 計 管 理 者 池 上   徹 ○ 

保 健 福 祉 課 長 塩 倉 智 文 ○ 

産 業 観 光 課 長 田 中   学 ○ 

建 設 水 道 課 長 原   高 広 ○ 

リ ニ ア 対 策 課 長 小 沢 雅 和 ○ 

こ ど も 課 長 下 井 昭 二 欠 

生 涯 学 習 課 長       高 根 竜 二 ○ 

議 会 事 務 局 長 加 山 隆 浩 ○ 

  

Ⅲ．本会議に職務のため出席した者の職･氏名 

職   名 氏    名 

第１日 

1 月 23 日 

議 会 事 務 局 長 加 山 隆 浩 ○ 

書       記 竹 村 一 希 ○ 
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以上、会議の内容に相違なきことを認め、地方自治法第１２３条の規定によりここに

署名する。 

 

 

令和５年   月   日 

 

 

 

松川町議会議長   中  平  文  夫 

 

 

 

署 名 議 員   米  山  義  盛 

 

 

 

署 名 議 員   加 賀 田    亮 
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